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（
協
働
型
ま
ち
づ
く
り
の
促
進
）
 

　
市
民
そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
ら
の
地

域
に
お
い
て
協
働
し
て
、
そ
の
活

性
化
を
図
り
、
積
極
的
に
市
政
に

参
画
す
る
環
境
を
整
備
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
自
治
会
組
織
の
結
成

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
育
成
・
強
化
、
地
域

環
境
の
整
備
な
ど
に
向
け
て
意
欲

的
に
取
組
む
自
治
会
に
対
す
る
支

援
を
強
化
い
た
し
ま
す
。
 

　
N
P
O
の
自
立
支
援
を
推
進
し

て
い
く
た
め
、
「
那
覇
市
N
P
O

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
技
術
支

援
業
務
の
一
部
を
、
N
P
O
団
体

に
委
託
し
、
行
政
と
N
P
O
お
よ

び
事
業
者
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

（
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
）
 

　
「
な
は
男
女
平
等
推
進
プ
ラ
ン

（
10
年
計
画
）
」
の
中
間
年
に
あ

た
り
、
そ
の
見
直
し
を
行
い
、
男

女
と
も
に
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
個

性
と
能
力
が
発
揮
で
き
る
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。
 

　
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
（
D
V
）
な
ど
、
女
性
や
子

ど
も
へ
の
暴
力
に
対
す
る
相
談
体

制
、
お
よ
び
自
立
支
援
策
の
充
実

に
取
り
組
み
ま
す
。
 

（
平
和
と
国
際
交
流
）
 

　
平
和
は
何
も
の
に
も
代
え
難
い
、

大
切
な
も
の
で
す
。
私
は
、
ゴ
ル

バ
チ
ョ
フ
元
ソ
連
大
統
領
の
「
人

類
は
い
く
つ
に
分
裂
し
て
も
、
地

球
は
ひ
と
つ
だ
」
、
と
い
う
言
葉

に
大
変
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
平

和
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

常
日
頃
か
ら
多
く
の
人
が
心
を
一

つ
に
し
て
、
話
し
合
い
、
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
 

　
交
流
事
業
と
し
て
は
、
姉
妹
都

市
で
あ
り
ま
す
サ
ン
ビ
セ
ン
テ
市

に
職
員
を
派
遣
し
、
職
員
間
の
交

流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
友
好
都

市
で
あ
る
福
州
市
と
、
児
童
生
徒

の
交
流
事
業
を
行
い
ま
す
。
国
内

の
友
好
都
市
で
あ
る
、
川
崎
市
と

の
交
流
事
業
と
し
て
は
、
川
崎
市

で
開
催
さ
れ
る
「
友
好
自
治
体
ス

ポ
ー
ツ
交
流
会
」
に
、
本
市
の
児

童
生
徒
を
派
遣
し
ま
す
。
ま
た
、

引
き
続
き
、
日
南
市
と
の
職
員
交

流
を
実
施
し
ま
す
。
 

　
復
帰
30
周
年
の
記
念
事
業
と
し

て
、
本
市
出
身
で
、
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
取
材
を
は
じ
め
、
世
界
的
に
活

躍
し
て
い
る
、
石
川
文
洋
氏
の
写

真
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
カ
メ

ラ
の
レ
ン
ズ
を
通
し
て
見
た
、
復

帰
前
後
の
沖
縄
の
姿
を
、
是
非
、

多
く
の
市
民
に
見
て
い
た
だ
き
、

市
民
生
活
と
平
和
の
か
か
わ
り
に

つ
い
て
、
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
 

（
福
祉
・
保
健
・
医
療
）
 

　
少
子
化
へ
の
対
応
と
し
て
、
21

世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

「
新
那
覇
市
子
ど
も
の
ゆ
め
づ
く

り
・
み
ら
い
21
プ
ラ
ン
」
を
策
定

い
た
し
ま
す
。
 

　
保
育
所
の
待
機
児
童
解
消
策
と

し
て
、
３
歳
未
満
の
低
年
齢
児
の

受
け
入
れ
枠
を
拡
大
す
る
ほ
か
、

新
た
な
施
策
と
し
て
、
認
可
外
保

育
施
設
児
童
へ
の
、
牛
乳
支
給
や

歯
科
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
 

　
平
成
14
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
、

完
全
学
校
週
５
日
制
へ
の
対
応
と

し
て
、
児
童
館
の
日
曜
日
開
館
を

め
ざ
し
ま
す
。
不
登
校
児
童
対
策

と
し
て
、
児
童
館
の
受
け
入
れ
体

制
を
整
備
し
、
地
域
の
子
ど
も
達

と
の
交
流
を
推
進
す
る
ほ
か
、
夏

休
み
期
間
に
お
け
る
障
害
児
受
け

入
れ
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
旧
沖
縄
県
国
際
交
流
・
人

材
育
成
財
団
の
建
物
を
改
修
し
、

新
た
に
「
古
波
蔵
児
童
館
」
を
整

備
し
ま
す
。
 

　
保
護
の
必
要
な
母
子
世
帯
へ
の
、

精
神
的
、
経
済
的
な
生
活
の
安
定

や
、
就
労
・
子
育
て
支
援
の
ほ
か
、

児
童
虐
待
に
対
応
す
る
、
専
門
的

な
機
能
を
有
す
る
、
「
母
子
生
活

支
援
施
設
」
を
建
設
し
ま
す
。
 

　
高
齢
社
会
に
お
け
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
供
給
す
る
た
め
、
介
護
保

険
事
業
の
健
全
運
営
に
努
め
る
と

と
も
に
、
介
護
を
受
け
ず
に
自
立

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
在
宅

で
の
生
活
支
援
と
介
護
予
防
に
力

を
注
い
で
い
き
ま
す
。
 

　
身
体
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参

加
を
促
進
す
る
た
め
、
ピ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
同

じ
立
場
に
あ
る
障
害
者
に

よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）な
ど

の
相
談
や
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
情
報
提
供
を
行
う
、

障
害
者
生
活
支
援
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
関

係
団
体
と
連
携
の
う
え
、

「
障
害
者
美
術
展
」
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
 

　
地
域
で
生
活
す
る
精
神

障
害
者
が
、
安
心
し
て
日

常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
「
精
神
障
害
者
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
自
立
と
社
会

参
加
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、
医
療

ス
タ
ッ
フ
の
強
化
と
施
設
の
整
備

を
進
め
、
診
療
機
能
の
充
実
に
努

め
る
と
と
も
に
、
I
C
U
（
集
中

治
療
室
）
を
設
置
す
る
た
め
の
準

備
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

（
市
街
地
の
整
備
）
 

　
中
心
市
街
地
の
再
生
を
図
り
、

活
力
を
高
め
る
た
め
、
「
農
連
市

場
地
区
」
、
「
栄
町
市
場
地
区
」
、

「
牧
志
・
安
里
地
区
」
、
「
ガ
ー

ブ
川
周
辺
地
区
」
に
お
い
て
、
関

係
者
と
連
携
を
図
り
、
再
開
発
事

業
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
モ
ノ
レ
ー
ル
旭
橋
駅
周

辺
な
ど
の
、
民
間
主
導
に
よ
る
再

開
発
事
業
を
積
極
的
に
支
援
い
た

し
ま
す
。
 

　
土
地
区
画
整
理
事
業
と
し
て
、

真
嘉
比
古
島
第
二
地
区
、
小
禄
南

地
区
な
ど
に
事
業
費
約
31
億
円
を

投
入
し
、
引
き
続
き
、
良
好
な
生

活
環
境
の
整
備
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
 

　
那
覇
の
個
性
豊
か
な
都
市
景
観

の
形
成
を
図
る
た
め
、
壺
屋
地
区

を
、
「
都
市
景
観
形
成
地
域
」
に

指
定
し
、
よ
り
一
層
、
壺
屋
ら
し

い
都
市
景
観
の
保
全
・
再
生
に
努

め
ま
す
。
 

　
龍
潭
通
り
に
つ
い
て
も
、
引
き

続
き
、
「
都
市
景
観
形
成
地
域
」

指
定
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま

た
、
市
内
の
地
域
特
性
に
ふ
さ
わ

し
い
色
彩
計
画
を
策
定
し
、
今
後

の
景
観
づ
く
り
の
指
針
と
い
た
し

ま
す
。
 

　
市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
新
都

心
地
区
に
１
３
５
戸
が
建
設
中
で

あ
り
、
平
成
14
年
度
完
成
予
定
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
繁
多
川
地
区

で
は
、
約
７
億
４
千
万
円
の
予
算

で
、
本
体
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

戸
数
は
１
８
０
戸
で
、
平
成
16
年

度
の
完
成
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
の
建
て

替
え
に
つ
い
て
は
、
民
間
活
力
を

利
用
し
た
様
々
な
制
度
の
可
能
性

に
つ
い
て
、
「
民
間
活
用
制
度
導

入
調
査
」
を
行
い
ま
す
。
 

　
公
園
事
業
は
、
約
32
億
２
千
万

円
を
計
上
し
、
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
新
規
事
業
と
し
て
は
、

大
道
森
公
園
、
新
都
心
地
区
の
街

区
公
園
を
整
備
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
機
能
が
低
下
し
、
利
用
者
の

少
な
い
公
園
を
、
安
全
で
使
い
や

す
い
公
園
に
再
生
す
る
た
め
、「
公

園
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画
」

を
策
定
い
た
し
ま
す
。
 

　
「
福
州
園
」
に
つ
い
て
は
、
市

民
や
観
光
客
が
気
軽
に
憩
え
る
施

設
と
し
て
、
広
く
活
用
す
る
た
め
、

入
園
料
を
無
料
と
し
ま
す
。
 

（
総
合
交
通
体
系
の
整
備
）
 

　
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
事
業
は
、

平
成
15
年
12
月
の
開
業
を
め
ざ
し
、

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
街
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
モ
ノ

レ
ー
ル
開
業
に
伴
い
、
重
要
な
幹

線
道
路
と
な
る
石
嶺
線
の
ほ
か
、

８
事
業
９
路
線
を
継
続
し
て
整
備

を
行
い
ま
す
。
 

　
道
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
、
久
茂
地
泊
線
の
橋
り
ょ
う
改

築
工
事
を
行
う
ほ
か
、
継
続
事
業

と
し
て
、
15
路
線
を
整
備
い
た
し

ま
す
。
 

　
モ
ノ
レ
ー
ル
関
連
・
道
路
関
連

事
業
費
と
し
て
、
約
48
億
円
を
計

上
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
未
買
収
道
路
用
地
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
買
い
上
げ
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
 

（
水
の
供
給
と
処
理
）
 

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
安
全

で
お
い
し
い
水
の
確
保
、
地
震
や

災
害
に
強
い
水
道
を
め
ざ
し
、
老

朽
化
し
た
送
配
水
施
設
の
整
備
を

行
い
ま
す
。
 

　
公
共
下
水
道
は
、
引
き
続
き
、

新
都
心
地
区
、
真
嘉
比
古
島
地
区

な
ど
の
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
、

お
よ
び
首
里
地
域
を
重
点
的
に
整

備
す
る
た
め
、
約
21
億
円
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
。
 

　
再
生
水
利
用
下
水
道
事
業
に
つ

い
て
は
、
沖
縄
県
と
の
共
同
事
業

に
よ
り
、
新
都
心
地
区
お
よ
び
既

成
市
街
地
に
お
い
て
、
引
き
続
き
、

配
水
管
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
 

（
都
市
の
安
全
）
 

　
防
災
都
市
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
関
係
団
体
、
市
民
を
含
め

た
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
災
害
緊
急
時
に
備
え
て
、

災
害
備
蓄
品
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
 

　
防
災
拠
点
構
築
の
た
め
、
新
都

心
地
区
に
消
防
本
部
庁
舎
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
最
新
の
「
緊
急

指
令
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
い
た
し

ま
す
。
 

 

（
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
環
境
保

全
、
廃
棄
物
処
理
）
 

　
将
来
世
代
が
豊
か
で
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
共
生
都
市
を
創

造
す
る
た
め
、
持
続
可
能
な
資
源

循
環
型
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、

「
那
覇
市
環
境
基
本
計
画
」
や

「
那
覇
市
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
基

本
構
想
」
な
ど
の
基
本
理
念
に
基

づ
き
、
市
民
、
事
業
者
の
意
識
啓

発
に
努
め
、
基
本
構
想
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
、
事
業
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
 

　
環
境
負
荷
を
低
減
す
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
た
め
、
環
境
保
全
の

国
際
標
準
規
格
で
あ
る
、「
I
S
O

１
４
０
０
１
」
の
認
証
取
得
を
め

ざ
し
ま
す
。
 

　
ご
み
減
量
意
識
の
高
揚
と
負
担

の
公
平
性
を
図
る
た
め
、
「
家
庭

ご
み
有
料
化
」
を
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
ご
み
減
量
・
資
源
化
の

た
め
の
各
種
施
策
の
推
進
・
強
化

を
図
り
、
平
成
16
年
度
の
ご
み
減

量
目
標
値
、
２
５
・
８
％
の
達
成

を
め
ざ
し
ま
す
。
 

　
新
焼
却
炉
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

平
成
14
年
度
に
着
工
し
、
平
成
17

年
度
の
完
成
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま

た
、
新
最
終
処
分
場
の
建
設
に
つ

い
て
は
、
平
成
15
年
度
に
着
工
し
、

平
成
18
年
度
の
供
用
開
始
を
め
ざ

し
ま
す
。
 


